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かながわグランドデザイン
基本構想（2012～）

2025年を展望

第１期
実施計画

第２期
実施計画

第３期
実施計画

新かながわグランドデザイン
基本構想（2024～）
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2012 2015 2019 2024 2027 2040

新かながわグランドデザインの概要

デジタル化の加速や脱炭素化の潮流
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新かながわグランドデザイン 基本構想

新かながわグランドデザイン 実施計画
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🔹 人口流入抑制や土地利用規制などにより、

や を確保

🔹 重化学工業中心の から、

頭脳型・高付加価値型への

を契機

とした

（資源やエネルギーの制約）

時代は へ

（成熟社会への対応）

🔹 からの 保全への貢献

🔹 多様な主体による づくりの推進

🔹 これまでの を生かし、 等

を活用した様々な先進的取組を展開
そ し て

（超高齢社会・人口減少社会）

1970

2000

2020

（急激な人口増や環境汚染）

1990

2010

2 0 4 0 年 に 向 け て 新 た な 時 代 へ

新かながわグランドデザイン基本構想
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川崎市提供写真

新かながわグランドデザイン基本構想

世界と日本各地をつなぐ交流拠点

🔹 羽田空港と神奈川を結ぶ多摩川スカイブリッジが開通

🔹 国際貿易港である横浜港・川崎港・横須賀港を擁す

🔹 リニア中央新幹線が開通すると更なる魅力向上へ

くらしと調和する多彩な自然・文化

🔹 美しいなぎさを持つ相模湾など多彩な自然がくらしと調和

🔹 武家政権誕生の地・鎌倉など様々な伝統や文化

5



（一社）川崎市観光協会提供写真 写真はいすゞ自動車株式会社提供

新かながわグランドデザイン基本構想

集い活躍する多彩な人材

🔹 産業・研究機関等の集積を背景とした多様な人材の活動拠点

🔹 NPOやボランティアなどによる多彩な活動が展開

🔹 176の国と地域の外国籍県民約24万人が生活

産業の集積がもたらす高い経済力

🔹 全国２位の「工業製造品出荷額等」「学術・研究機関数」

🔹 デンマークの国内総生産に匹敵する高い経済力

6

（民営）
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神奈川の人口（推計）

生産年齢人口（15～64歳）

年少人口（0～14歳）

老年人口（65歳～）

（総務省「国勢調査」及び県政策局推計）

2 0 4 0 年頃 に高齢化 は ピーク へ

人口は 9 0 0 万人 を 下回る

団塊ジュニア世代が65歳以上へ

新かながわグランドデザイン基本構想
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地域圏別の人口増減（2020年から2040年）（推計）

万人

（ ％）

万人

（ ％）

万人

（ ％）

（県政策局推計）

万人

（ ％）

万人

（ ％）

新かながわグランドデザイン基本構想

県西地域圏 湘南地域圏 三浦半島地域圏

川崎･横浜地域圏県央地域圏 県 全 体

約 万人

（ ％）



（出典）国立感染症研究所資料

新型コロナの感染拡大

デジタル化の加速 脱炭素化の潮流

（出典）資源エネルギー庁
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（出典）東京大学

国際情勢の不安定化

（出典）外務省

不

確

実

性

の

高

ま

り

激

し

い

時

代

の

変

化

新かながわグランドデザイン基本構想



新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

目標年次 年

基本理念

を実現する

10

「いのち輝くマグネット神奈川」とは

■ 県民が生きている喜びを実感し、生まれてよかった、長生きしてよかった

と思えること

■ 人やものを引きつけるマグネットの力を持ち、住んでみたい、何度も訪れ

てみたい、つながってみたいと思える魅力にあふれているということ



Kanagawa Prefectural Government

新かながわグランドデザイン基本構想

(1)   誰もが してくらせる 神奈川

(2)    誰もが を発揮して 神奈川

(3)    し する神奈川

基
本
目
標

11

政
策
の
基
本
方
向

神奈川の将来像

▼ まちや産業をとりまく変化（デジタル化の加速や脱炭素化の潮流）

▼ 少子高齢化・人口減少

▼ くらしをとりまく不確実性（新興感染症や自然災害、国際情勢の不安定化）

（県民の皆様と共にめざす目標）
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新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

2040年に向けた政策の基本方向

(1) の持てる社会を

つくります

(2)     国内外から選ばれ

する都市をつくります

(4)     誰もが 生きられる

社会をつくります

(5)     で持続可能な社会

をつくります

(6)     との

を強化します

(3)     の課題に対して

役割を果たします

(7)

＜基本方向＞

との のもと

の を

果たします

（県の政策がめざすべき方向性）
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新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

2040年に向けた政策の基本方向

(1) の持てる社会をつくります

🔹 人口減少社会 🔹 少子高齢社会

🔹 人生100歳時代

‣ 地域のにぎわいの創出や、交通利便性の向上

‣ 若い世代が希望する人数の子どもを生み育てられるよう支援

‣ 持続可能な医療・介護の基盤の構築

‣ 文化芸術活動やスポーツなど様々な場や機会の創出 など

（ 背 景 ）

【基本方向】
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新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

2040年に向けた政策の基本方向

（ 背 景 ）

【基本方向】

など

🔹 国際競争の激化 🔹 デジタル化の加速

🔹 労働力不足の深刻化

(2)  国内外から選ばれ する都市をつくります

‣ 魅力的なビジネス環境の構築

‣ 持続可能な農林水産業の実現

🔹 地球環境問題

🔹 国際社会が共有する様々な課題

(3)  の課題に対して役割を果たします

‣ 環境と経済が調和する社会の実現

‣ 社会課題の共有や社会的投融資の促進 など

（ 背 景 ）

【基本方向】
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新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

2040年に向けた政策の基本方向

など

など

🔹 社会的孤立や生活への不安

🔹 互いの人権を尊重することの重要性

(4)  誰もが 生きられる社会をつくります

(5)  で持続可能な社会をつくります

‣ 災害リスクの理解浸透、災害に強い都市づくり

‣ インフラの持続性と強靭化の両立

（ 背 景 ）

【基本方向】

（ 背 景 ）

【基本方向】

‣ 生きづらさを抱える人への支援の輪を広げる

‣ 多様な個性を尊重することの重要性を浸透

🔹 自然災害や新興感染症などくらしをとりまくリスク

🔹 都市基盤など既存ストックの老朽化
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新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

2040年に向けた政策の基本方向

など

など

（ 背 景 ）

【基本方向】

（ 背 景 ）

【基本方向】

(6)  との を強化します

‣ 多様な主体とめざすべき方向性や問題意識を共有、

持続可能な神奈川を共に創る

(7)   との のもと の を果たします

🔹 広域自治体として求められる県の役割

🔹 県域を越えた広域行政課題

‣ 持続可能な行政サービスの実現

‣ 多様な広域行政課題に対応

🔹 社会課題の複雑化・多様化

🔹 それぞれの強みを持つ多様な主体



新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

地域づくりの基本方向

川崎・横浜

三浦半島

県 央

湘 南県 西

17

相模原🔹厚木🔹大和🔹海老名🔹座間
綾瀬🔹愛川🔹清川🔹その周辺地域

川崎🔹横浜
その周辺地域

横須賀🔹鎌倉🔹逗子🔹三浦
葉山🔹その周辺地域

平塚🔹藤沢🔹茅ヶ崎🔹秦野🔹伊勢原
寒川🔹大磯🔹二宮🔹その周辺地域

小田原🔹南足柄🔹中井🔹大井🔹松田🔹山北
開成🔹箱根🔹真鶴🔹湯河原🔹その周辺地域

市町村主体のまちづくりに配慮しながら、活力ある地域づくりを推進

【基本的考え方】



新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

川崎・横浜 三浦半島 県 央 湘 南 県 西

川崎、横浜 及びその周辺地域

地域づくりの基本方向
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🔹 総合特区制度などを活用したライフサイエンス分野の拠点の形成等

🔹 インバウンド需要の取り込み、ＭＩＣＥの振興

🔹 世界との交流・結節地域として経済活性化や国際交流などの充実



新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

川崎・横浜 三浦半島 県 央 湘 南 県 西

横須賀、鎌倉、逗子、三浦、葉山 及びその周辺地域
19

🔹 三方に広がる海、全国有数の露地野菜産地などの資源の活用

🔹 小網代の森などの大規模な緑地の保全や周遊観光の促進

🔹 移住・定住の促進、三浦半島断層群の地震や津波、土砂災害への備えの強化

地域づくりの基本方向



新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

川崎・横浜 三浦半島 県 央 湘 南 県 西

相模原、厚木、大和、海老名、座間、綾瀬、愛川、
清川 及びその周辺地域 20

🔹 丹沢や相模川などの自然と都市、産業、文化が調和する地域へ

🔹 宮ヶ瀬などが持つ豊かな地域資源等を生かしたにぎわいの創出

🔹 総合特区制度などを活用したロボットなどの産業集積の促進

地域づくりの基本方向



新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

川崎・横浜 三浦半島 県 央 湘 南 県 西

平塚、藤沢、茅ヶ崎、秦野、伊勢原、寒川、大磯、二宮
及びその周辺地域 21

🔹 湘南のなぎさなどの地域資源の活用や都市機能の向上

🔹 オリンピックレガシーを継承する湘南港などの活用

🔹 総合特区制度などを活用した産学公の交流や連携の促進

地域づくりの基本方向



新かながわグランドデザイン基本構想

基
本
目
標

政
策
の
基
本
方
向

川崎・横浜 三浦半島 県 央 湘 南 県 西

小田原、南足柄、中井、大井、松田、山北、開成、箱根、
真鶴、湯河原 及びその周辺地域 22

🔹 富士・箱根・伊豆に連なる豊かな自然や歴史・文化などの活用

🔹 未病の戦略的エリアとしての魅力の発信や周遊観光の促進

🔹 移住・定住の促進、箱根山・富士山の火山災害などへの備えの強化

地域づくりの基本方向
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新かながわグランドデザイン 基本構想

新かながわグランドデザイン 実施計画



新かながわグランドデザイン実施計画

計画期間 2024（令和６）から2027（令和９）年度まで

めざすべき４年後の姿

「県民目線のデジタル行政でやさしい社会の実現」

当事者の目線に立って

県民の不安を解消

進歩の著しいデジタル

の力を様々な県政課題

の解決に積極的に活用

24
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５つのテーマ・13のプロジェクト

テーマⅠ
希望の持てる神奈川
１ 子ども・若者
２ 教育
３ 未病・健康長寿
４ 文化・スポーツ
５ 観光・地域活性化

テーマⅡ
持続的に発展する神奈川
６ 経済・労働
７ 農林水産
８ 脱炭素・環境

テーマⅢ
自分らしく生きられる神奈川
９ 生活困窮
10 共生社会

テーマⅣ
安心してくらせる神奈川
11 くらしの安心
12 危機管理

テーマⅤ
神奈川を支える基盤づくり
13 都市基盤

新かながわグランドデザイン実施計画
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新かながわグランドデザイン実施計画

テーマⅠ

希望の持てる神奈川
ＰＪ１・２・３・４・５

テーマⅡ

持続的に発展する神奈川
ＰＪ６・７・８

テーマⅢ

自分らしく生きられる神奈川
ＰＪ９・10

テーマⅣ

安心してくらせる神奈川
ＰＪ 11・12

新かながわグランドデザイン

実 施 計 画

テーマⅤ

神奈川を支える基盤づくり
ＰＪ 13

(1) 将来に希望の持てる社会を

つくります

(2)     国内外から選ばれ持続的に

発展する都市をつくります

(4)     誰もが自分らしく生きられる

社会をつくります

(5)     安全・安心で持続可能な社会

をつくります

(6)     多様な担い手との協働・連携

を強化します

(3)     地球規模の課題に対して

役割を果たします

(7)     市町村との協調・連携のもと
広域自治体の責任と役割を
果たします

すべてのテーマ
につながる方向性

新かながわグランドデザイン基本構想

＜ 2040年に向けた政策の基本方向＞



少子高齢化が進み、神奈川でも明らかに人口減少局面に入った中、

安心して子どもを生み育てるための子育て支援や子ども・若者への支援に取り組むとともに、

変化の激しい社会に適応できる人材の育成や人を呼び込む地域づくりを進めます。

また、心身ともに健康で豊かにくらせる社会をめざし、未病改善による健康寿命の延伸や

誰もが文化・スポーツに親しめる取組などを進めます。

テーマⅠ

希望の持てる神奈川

１ 子ども・若者

２ 教育

３ 未病・健康長寿

４ 文化・スポーツ

５ 観光・地域活性化



テーマⅠ
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ＰＪ１ 子ども・若者
～子ども・若者が明るい未来を描けるかながわ～

構成施策

Ⓐ 子育てに希望の持てる社会づくり

Ⓑ 子ども・若者が希望を持てる社会づくり

プロジェクトのポイント

〇 少子化の進行、児童虐待相談対応件数の増加、困難を抱える子どもの増加が
深刻な課題

〇 結婚、妊娠、出産、子育てができる環境の整備と配慮が必要な子ども・若者への
支援の実施

〇 安心して子どもを生み育てることができ、また、子ども・若者が主体的に生き、
自立・参加・共生する社会をめざす

子ども目線会議の開催



テーマⅠ

Kanagawa Prefectural Government 29

ＰＪ１ 子ども・若者
～子ども・若者が明るい未来を描けるかながわ～

「ライン」で子育てに役立つ支援情報が

タイムリーに届く
どんな相談でも、ひとりで悩まず、気軽に相談

かながわ子育てパーソナルサポート

ケアラー・ヤングケアラー



テーマⅠ
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ＰＪ２ 教育
～変化の激しい社会に適応できる柔軟で自立した人材の育成～

構成施策

Ⓐ 思いやる力や自立して生き抜く力、
社会に貢献する力を育成する学校教育

Ⓑ 安心して快適に学べる教育環境の整備

プロジェクトのポイント

〇 予測困難な時代への対応と、共生社会の実現に向けた取組が必要

〇 「日本社会に根差したウェルビーイング」の向上の取組と、安心して学べる
環境づくりの推進

〇 変化の激しい社会に適応できる柔軟で自立した人材の育成をめざす

県立学校の老朽化対策



テーマⅠ
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ＰＪ２ 教育
～変化の激しい社会に適応できる柔軟で自立した人材の育成～

社会の変化に対応する教育の推進 様々な困難を抱える児童・生徒への対応強化

１人１台端末を活用した授業

かながわ子どもサポートドック



テーマⅠ

32

ＰＪ３ 未病・健康長寿
～未病改善や医療・介護の充実による生き生きとくらせる社会～

構成施策

Ⓐ 未病改善による健康寿命の延伸

Ⓑ 人口減少・超高齢社会においても持続可能で
質の高い保健・医療の提供

Ⓒ 地域包括ケアシステムの深化

プロジェクトのポイント

〇 超高齢社会を迎えている中、誰もが元気に生き生きとくらせる社会の構築が必要

〇 健康寿命の延伸、質の高い保健・医療の提供、地域包括ケアシステムの深化の
取組の推進

〇 「いのちが輝き、誰もが元気で長生きできる神奈川」の実現をめざす

未病センター（me-byoエクスプラザ）



テーマⅠ

33

ＰＪ３ 未病・健康長寿
～未病改善や医療・介護の充実による生き生きとくらせる社会～

未病のさらなる普及・促進 がん対策の推進 介護・医療サービスの質の向上

未病指標

装着型サイボーグHAL

がん検診の受診促進



テーマⅠ

34

ＰＪ４ 文化・スポーツ
～心身ともに健康で豊かな生活ができる活力ある地域社会～

構成施策

Ⓐ 誰もが文化芸術に親しむための取組の推進

Ⓑ 誰もがスポーツに親しむことのできる社会づくり

プロジェクトのポイント

〇 人生100歳時代が到来する中、生きがいを持ち、将来に希望の持てる社会づくりが必要

〇 文化芸術活動の充実や、生涯を通じて楽しめるスポーツ活動の推進

〇 誰もが心身ともに豊かな生活ができる活力ある地域社会の実現をめざす

能楽ワークショップ



テーマⅠ

35

ＰＪ４ 文化・スポーツ
～心身ともに健康で豊かな生活ができる活力ある地域社会～

年齢や障がいなどにかかわらず、すべての人が

舞台芸術に参加し楽しめる「共生共創事業」
かながわパラスポーツの推進

シニア劇団の公演
車いすバスケットボールの体験



テーマⅠ

36

ＰＪ５ 観光・地域活性化
～かながわの地域資源を生かした魅力的な地域づくり～

構成施策

Ⓐ 観光の振興

Ⓑ 地域にひとの流れをつくる取組の推進

Ⓒ 移住・定住の促進

プロジェクトのポイント

〇 神奈川は人口減少局面に入り、特に三浦半島地域圏と県西地域圏で人口減少が進行

〇 観光の振興や、地域の特性を生かした事業、移住・定住施策の推進

〇 地域ににぎわいを生み出し、人口の社会増につながる魅力的な地域づくりをめざす

未病バレー「ビオトピア」



テーマⅠ

37

ＰＪ５ 観光・地域活性化
～かながわの地域資源を生かした魅力的な地域づくり～

国内外の観光客を呼び込む

戦略的プロモーションの実施
県西地域活性化プロジェクトの推進

人と人とのつながりを創出する機会や場の提供

体験型施設「me-byoエクスプラザ」

コミュニティの再生・活性化

ガイドによるプライベートツアー



デジタル化の加速などにより、産業構造の大きな変化が見込まれる中、

県内産業、農林水産業の持続的発展に向けた取組を進めるとともに、

地球温暖化を防止するため、脱炭素社会の実現をめざします。

テーマⅡ

持続的に発展する神奈川

６ 経済・労働

７ 農林水産

８ 脱炭素・環境



テーマⅡ

39

ＰＪ６ 経済・労働
～県内産業の活性化と多様な人材の活躍促進～

構成施策

Ⓐ 産業競争力の強化

Ⓑ 中小企業の収益の改善

Ⓒ 多様な人材の活躍促進

プロジェクトのポイント

〇 県内産業の競争力強化や中小企業が抱える課題への対応、
多様な人材の活躍促進などが必要

〇 成長産業の創出や集積、中小企業の経営基盤強化、
多様なニーズに対応した就業支援の実施

〇 一人ひとりが輝きながら働ける、持続的な県内経済の発展をめざす

生活支援ロボットの実装事業の様子



テーマⅡ

40

ＰＪ６ 経済・労働
～県内産業の活性化と多様な人材の活躍促進～

「さがみロボット産業特区」の取組の推進 中小企業の生産性向上への支援

デジタル人材の育成

生活支援ロボットの社会実装

職業訓練 職業訓練

設備導入例



テーマⅡ

41

ＰＪ７ 農林水産
～地産地消の推進による持続可能な農林水産業の実現～

構成施策

Ⓐ 安定した食料等の生産基盤の構築

Ⓑ 安全・安心な魅力ある県産農林水産物の利用拡大

プロジェクトのポイント

〇 担い手の減少や高齢化、生産資材価格高騰などへの対応が必要

〇 担い手の育成支援、スマート技術などの生産技術の開発・普及、
ブランド力の強化の推進

〇 食料等の生産基盤の構築と農林水産物の利用拡大を図り、
持続可能な農林水産業の実現をめざす

神奈川の畜産業



ドローンを活用したスマート農業

テーマⅡ

42

ＰＪ７ 農林水産
～地産地消の推進による持続可能な農林水産業の実現～

農林水産業におけるスマート技術の開発・普及 農林水産物の付加価値向上の支援

かながわブランド



テーマⅡ
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ＰＪ８ 脱炭素・環境
～未来のいのちや環境を守る脱炭素社会の実現をめざして～

構成施策

Ⓐ 多様な主体による取組の後押し

Ⓑ 県庁による率先した取組

プロジェクトのポイント

〇 地球温暖化による異常気象などの影響が現れており、温室効果ガス排出量の削減が必要

〇 多様な主体による省エネルギー対策、再生可能エネルギーの導入・利用などを
後押しするとともに、県庁が率先して取り組む

〇 未来のいのちや環境を守る脱炭素社会の実現をめざす

県有施設への太陽光発電の導入2050年脱炭素社会の実現 （出典）環境省



テーマⅡ
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ＰＪ８ 脱炭素・環境
～未来のいのちや環境を守る脱炭素社会の実現をめざして～

再生可能エネルギーの導入促進 公用車の電動車化の推進

太陽光発電（パルシステム神奈川・大和センター） 県公用車（日産アリア）



将来の不確実性が高まる中、経済的困窮や社会的孤立など社会に潜在する課題を

あらかじめ浮き彫りにし、県民のくらしへの影響を最小限に抑えるための

備えに取り組むとともに、障がいの状態、国籍、性別※にかかわらず、

誰もがその人らしくくらせる地域社会の実現に向けた取組を進めます。

※「性別」には、男女に限らず、すべての性自認を含みます。

テーマⅢ

自分らしく生きられる神奈川

９ 生活困窮 10 共生社会



テーマⅢ
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ＰＪ９ 生活困窮
～誰もが自分らしく夢や希望を持つことができる地域づくり～

構成施策

Ⓐ 子ども・若者が抱える困難に気づき、
寄り添った支援につなげる拠点やしくみの整備

Ⓑ ひとり親家庭や困難な問題を抱える女性等への
寄り添った支援の推進

Ⓒ 孤独・孤立に悩む方への社会とのつながりの支援

プロジェクトのポイント

〇 新興感染症などにより、社会に潜在化する「見えない困窮」の課題が表面化

〇 声を上げない・上げられない方へのアプローチと相談や支援につなげる取組の推進

〇 誰もが自分らしく前に進むことができる地域づくりをめざす

子ども食堂
メタバースを活用した社会参加支援



テーマⅢ
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ＰＪ９ 生活困窮
～誰もが自分らしく夢や希望を持つことができる地域づくり～

子どもと地域住民のコミュニケーションの場づくり ひとり親家庭へのさまざまな支援を案内

生活をサポートする、支援制度や相談窓口、支援団体などの情報を提供

ひとり親家庭支援制度

さぽなびかながわ

子ども食堂活動



テーマⅢ

48

ＰＪ10 共生社会
～障がい、国籍、性別によらない、ともに生きる社会の実現～

構成施策

Ⓐ 障がい児・者とともに生きる社会の実現

Ⓑ 多文化共生の推進

Ⓒ ジェンダー平等社会の実現

プロジェクトのポイント

〇 価値観が多様化する現代社会において、互いに理解、尊重し合える社会の実現が重要

〇 障がいへの理解促進、多文化共生、ジェンダー平等などの取組の推進

〇 すべての人のいのちを大切にし、またいかなる偏見や差別も排除し、
誰もがその人らしくくらせる地域社会の実現をめざす

ともに生きる社会かながわ憲章



テーマⅢ

49

ＰＪ10 共生社会
～障がい、国籍、性別によらない、ともに生きる社会の実現～

共生社会の実現に向け、メタバースを活用 一人ひとりが互いに認め合う多文化理解の推進

すべての人が個性と力を発揮できるジェンダー平等社会の推進

かながわ男女共同参画推進プラン

ともいきメタバース

あーすフェスタかながわ



特殊詐欺やサイバー空間における脅威の深刻化や、

激甚化・頻発化する自然災害、新興感染症の発生リスクといった

様々なくらしをとりまくリスクに対し、くらしの安心の確保、

防災・減災対策を進めます。

テーマⅣ

安心してくらせる神奈川

11 くらしの安心 12 危機管理



テーマⅣ
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ＰＪ11 くらしの安心
～くらしや経済活動をとりまく脅威から県民を守る～

構成施策

Ⓐ 犯罪などの起きにくい地域社会づくり

Ⓑ 交通事故の防止

Ⓒ 消費生活の安心

プロジェクトのポイント

〇 特殊詐欺などの高齢者を狙った犯罪や、サイバー空間における脅威が深刻化

〇 防犯活動の活性化など犯罪の起きにくい地域社会づくりの推進

〇 県民が安全で安心してくらせる地域社会の実現をめざす

高齢者を犯罪から守るための広報



テーマⅣ
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ＰＪ11 くらしの安心
～くらしや経済活動をとりまく脅威から県民を守る～

犯罪などの起きにくい地域社会づくり 交通事故の防止 消費生活の安心

消費者トラブル未然防止の啓発新たなモビリティの参入

適切な通報の受理と迅速な指令



テーマⅣ

53

ＰＪ12 危機管理
～災害に強いかながわをめざして～

構成施策

Ⓐ 災害対応力の強化

Ⓑ 災害に強いまちづくり

Ⓒ 非常時に対応できる持続可能な医療提供体制の構築

プロジェクトのポイント

〇 地震、風水害、国際情勢の不安定化に伴う有事の懸念、新興感染症の発生など
不確実性の高まり

〇 災害対応力の強化、災害に強いまちづくり、非常時に対応できる
医療提供体制構築の推進

〇 住む人や訪れる人のいのちやくらしを守る災害に強いかながわの実現をめざす

大規模災害を想定した訓練



テーマⅣ
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ＰＪ12 危機管理
～災害に強いかながわをめざして～

ＶＲを用いた災害対応力強化 水害からいのちやくらしを守る「流域治水」の推進

感染症に対応できる医療従事者の人材確保

医療従事者へのエール

ＶＲ体験（津波）
引地川下土棚遊水地



人口減少局面に入るとともに自然災害が激甚化・頻発化するなど

神奈川をとりまく社会環境に大きな変化が見られる中、

各テーマの重点施策を下支えする基盤づくりの取組として、

持続可能なまちづくりを進めます。

テーマⅤ

神奈川を支える基盤づくり

13 都市基盤



テーマⅤ
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ＰＪ13 都市基盤
～持続可能な県土の形成をめざして～

構成施策

Ⓐ 交流と連携を支える交通ネットワークの充実

Ⓑ 活力と魅力あふれる強靭なまちづくりの推進

プロジェクトのポイント

〇 道路や鉄道などの基盤整備や高齢化するインフラ施設への対応、
環境と共生した活力と魅力あふれる強靭なまちづくりが必要

〇 交通ネットワークの強化やスマートモビリティ社会の実現、
インフラ施設の戦略的なメンテナンスの取組の推進

〇 次世代に引き継げる持続可能な県土の形成をめざす

リニア中央新幹線



テーマⅤ
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ＰＪ13 都市基盤
～持続可能な県土の形成をめざして～

交通ネットワークの強化 インフラ施設の戦略的なメンテナンス

新東名高速道路新秦野インターチェンジ ドローンを活用した水道施設の点検状況



超高齢社会や人口減少社会への対応など非常に大きな課題を乗り越えるために、

重点施策を分野横断的に取りまとめたプロジェクトをさらに複合的に実施する取組を

「神奈川の戦略」としてまとめました。

58

神奈川の戦略

１ ヘルスケア・ニューフロンティアの推進
２ 輝き続ける人生100歳時代の実現
３ ロボット共生社会の実現
４ マグネット・カルチャーの推進
５ グローバル戦略の推進



神奈川の戦略

59

１ ヘルスケア・ニューフロンティアの推進

具体的な取組

〇 未病の改善

〇 最先端医療・最新技術の追求

〇 次世代社会に向けた基盤づくり

「最先端医療と最新技術の追求」と「未病の改善」という２つのアプローチを融合

させ、持続可能な新しい社会システムを創造する「ヘルスケア・ニューフロンティア」

の取組を多様な主体と連携し、一層発展させていくことで、健康長寿社会の実現をめ

ざします。

構成プロジェクト

PJ3 未病・健康長寿 PJ6  経済・労働
PJ4  文化・スポーツ
PJ5  観光・地域活性化



神奈川の戦略

60

２ 輝き続ける人生100歳時代の実現

具体的な取組

〇 生き生きとくらせる健康づくりの推進

〇 人生の充実につながるライフスタイルの
多様化の促進

〇 地域・社会で自分らしく活動できる
環境の創出

未病改善の取組を推進するとともに、人生の充実につながるライフスタイルを促進

するなど、すべての世代・立場の人が自分らしく活躍できる社会づくりをより一層推

進し、生涯にわたり輝き続ける、笑いあふれる人生100歳時代の実現をめざします。

構成プロジェクト

PJ3 未病・健康長寿 PJ6  経済・労働
PJ4  文化・スポーツ PJ10  共生社会
PJ5  観光・地域活性化



神奈川の戦略

61

３ ロボット共生社会の実現

具体的な取組

〇 様々な分野における生活支援ロボットの
活用促進

〇 ロボット産業の振興に向けた企業支援

〇 ロボットの普及・定着

「さがみロボット産業特区」を中心に、生活支援ロボットの実用化・普及を通じた

県民生活の安全・安心の確保や地域社会の活性化などの様々な取組を図り、多様な

分野における生活支援ロボットの社会実装を加速させることで、まちにロボットが

あふれる「ロボット共生社会」の実現をめざします。

構成プロジェクト

PJ3 未病・健康長寿 PJ10  共生社会
PJ6  経済・労働 PJ12  危機管理
PJ7  農林水産 PJ13 都市基盤



神奈川の戦略
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４ マグネット・カルチャーの推進

具体的な取組

〇 マグカルの充実、発展に向けた取組

〇 共生共創事業の推進

〇 文化芸術による地域活性化

文化芸術の魅力で人をひきつけ、地域のにぎわいをつくり出す「マグネット・カル

チャー（マグカル）」の取組をさらに進め、文化芸術の力により、ゆとりとうるおい

の実感できる社会の実現をめざします。

構成プロジェクト

PJ3 未病・健康長寿 PJ10  共生社会
PJ4  文化・スポーツ
PJ5  観光・地域活性化



神奈川の戦略

63

５ グローバル戦略の推進

具体的な取組

〇 多文化共生の地域社会づくり

〇 神奈川の強みを生かした国際展開

〇 グローバル人材などの活躍促進

外国籍県民等も地域で共にくらす一員として活躍ができるよう、当事者目線で多文化

共生の地域社会づくりを進めるとともに、神奈川の魅力などを世界に発信し、積極的

な国際展開を推進します。

さらに、国際社会で活躍できる多様な人材の育成、グローバル人材などの活躍を促進

するとともに、神奈川の特色を生かした国際交流・協力を推進します。

構成プロジェクト

PJ2  教育 PJ5  観光・地域活性化
PJ3 未病・健康長寿 PJ6    経済・労働
PJ4  文化・スポーツ PJ10  共生社会



64

「実施計画」に掲げた施策・事業を効果的・効率的に推進していく

ため、次の５つの視点を踏まえた行政運営を推進していきます。

計画推進のための行政運営

【計画推進のための行政運営 ５つの視点】

① デジタル技術の活用による効果的・効率的な施策の推進

② 多様な担い手との協働・連携

③ 県内市町村や他都道府県との協調・連携

④ クロスによる施策展開

⑤ 戦略的な広報の実施



65

計画の進行管理



Kanagawa Prefectural Government 66

プロジェクト事業費

プロジェクトのテーマ プロジェクト名 事業費（４年間）

テーマⅠ
希望の持てる神奈川

1,870
１ 子ども・若者 488

２ 教育 562

３ 未病・健康長寿 618

４ 文化・スポーツ 148

５ 観光・地域活性化 52

テーマⅡ
持続的に発展する神奈川

1,200
６ 経済・労働 509

７ 農林水産 254

８ 脱炭素・環境 435

テーマⅢ
自分らしく生きられる神奈川

400
９ 生活困窮 24

10 共生社会 372

テーマⅣ
安心してくらせる神奈川

2,700
11 くらしの安心 319

12 危機管理 2,376

テーマⅤ
神奈川を支える基盤づくり

1,990
13 都市基盤 1,990

合 計 8,160

※数字は、４年間（2024年度～2027年度）のプロジェクト事業費の規模を試算したものです。
プロジェクトのテーマは十億円未満を、プロジェクトは一億円未満を端数処理しているため、合計は符合しません

（単位：億円）
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まとめ

目標年次 年

基本理念

を実現する

計画期間 ２０２４（令和６）から２０２７（令和９）年度まで

実 施 計 画

基 本 構 想

めざすべき４年後の姿

「県民目線のデジタル行政でやさしい社会の実現」
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新かながわグランドデザイン（冊子）は、県のホームページのほか、以下の窓口で、

印刷物でもご覧いただくことができます。

また、県の刊行物として、お買い求めいただくこともできます。

新かながわグランドデザイン（冊子）について

【県ホームページ「総合計画のページ」】

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/r5k/cnt/f4895/index.html

【冊子閲覧窓口】

県政情報センター、各地域県政情報コーナー、総合政策課

【県ホームページ「県刊行物販売のご案内」】

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/h3e/cnt/f5013/index.html

問合せ先

神奈川県政策局政策部総合政策課
〒231-8588 TEL. 045-210-3061（直通）
横浜市中区日本大通１ FAX. 045-210-8819


